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２．代替案のコスト２．代替案のコスト (1)(1)

・高山ダムでの水源開発費

（償還元金及び償還利息）約120億
評価期間３０年の場合 ：年間負担額400百万円

評価期間５０年の場合 ：年間負担額240百万円

評価期間１００年の場合：年間負担額120百万円

・年間維持費：

600百万円×407／1000≒244百万円

水道事業者に対価として支払う
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２．代替案のコスト２．代替案のコスト ((22))

・年間の代替案のコスト＝
非洪水期対価＋洪水期対価＋4,300円/m3×年間堆砂量(m3)

非洪水期対価
＝（12,000百万円／評価期間＋244百万円）

×８ヶ月／１２ヵ月×活用容量／1,750万m3
洪水期対価

＝（12,000百万円／評価期間＋244百万円）
×４ヵ月／12ヵ月×活用容量／910万m3

但し、川上ダムの排砂コスト＝
35,000／m3×年間排砂量（m3）
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取水実績の推移と供給能力との関係取水実績の推移と供給能力との関係
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年 大取水量のカウント方法の違いによる差異年 大取水量のカウント方法の違いによる差異

4.02259.07563.097H17年

4.63661.39366.029H16年

5.39460.79066.184H15年

4.74463.92068.664H14年

7.15065.82272.972H13年

5.35264.13469.486H12年

5.25364.01569.268H11年

5.68766.44672.133H10年

5.83967.83173.670H 9年

5.65867.11872.776H 8年

6.48965.75772.246H 7年

6.12970.93377.062H 6年

差異 （m3/s）「年 大取水量B」 （m3/s）「年 大取水量A」 （m3/s）

（注）「年 大取水量A」 ： 淀川下流で取水している上水道事業者及び工業用
水道事業者のそれぞれの年 大取水量の合計値

「年 大取水量B」 ： 淀川下流で取水している上水道事業者及び工業用
水道事業者の取水量の日々の合計値中の年 大値




